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a) Legender fitting parameter. 
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 第3図  13C(e,e・n),ユ3C(e,e'n)及び12C(e・eln)の
 Legenderflttingparameterの比較。
 横軸は各チャンネルの閾値からのエネルギー。
 白丸は13C(e,e■n),黒丸は'3C(e、e'n)
 白角はi2C(e,e■n)。
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 論文審査の結果の要旨
 本研究は東北大学150MeVパルス・ストレッチャーからの連続電子線を用いて,(e,e'p)反
 応の同時計数実験により13Cの巨大共鳴領域を調べたものである。
 本研究に於ける著者の係わった仕事及び主な成果を挙げると
 1)(e,e'11)反応の同時計数実験は,入射ビームが電子線であるために膨大なγ線のバックグ
 ランドを伴い,その中で電荷を持たない中性子を識別するために非常に難しい実験で,これ
 迄にイリノイ大学の実験が唯一である。著者は先ず1個の中性子検出器を用いて,バックグ
 ランドとなる中性子やγ線の効果的なシールド及び検出器前面に置く最適な吸収体を実験
 的に決定し,ついで12C(e,e'R)スペクトルの測定に成功した。
 2)更に中性子検出器を5～6台に拡張し,13C(e,e∫の反応で角分布が取れることを示し,
 (e,e!n)実験法を確立した。
 3〉(e,e'n)同時計数実験は全く新しい実験なので高速回路系の設計やオンラインプログラム
 から解析プログラムまで多岐にわたって開発・製作を行った。
 4)本論文では13C(e,e'R)反応によって,13Cの巨大共鳴領域の中性子崩壊に於ける終状態
 を特定した。即ちピグミー共鳴からはエ2Cの基底状態及び第1励起状態へ,Tく巨大共鳴から
 は12.7MeV(T=O)状態へ,T>巨大共鳴から15.lMeV(丁皿1)状態への中性子崩壊を
 明らかにした。Tく巨大共鳴は(γ,n)反応では基底状態に崩壊しているのに対して,(e,eブ
 n)反応では基底状態への崩壊は小さく,大部分が12.7MeV状態に崩壊しており,光核反
 応と明らかな違いを示している。
 5)終状態の情報から13Cの巨大共鳴について,初めてT〈とT〉成分とに分離した。得られた
 T<とT〉との断面積比1:1.82±0、i2は理論値との良い一致をみた。
 6)12C(e,e`n〉反応の微分断面積及び角分布との比較から,!3Cの巨大共鳴は13Cの芯である
 エ2CのEユ巨大共鳴とバレンス中性子とが結合した状態として理解できることを示した。
 以上の如く本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学力を有する
 ことを示しており,よって鈴木伸介提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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